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通期連結業績サマリー

売上高 63,104 64,908 +1,804 +2.9%

営業利益 1,397 1,612 +215 +15.4%

経常利益 3,171 4,713 +1,542 +48.6%

親会社株主に帰属する

四半期純利益
3,680 3,649 ▲31 ▲0.9%

23/3 3Q 24/3 3Q 前年同期比

■ 原燃料価格の高止まりが続くものの、

販売価格の改定や環境関連事業の堅調な推移により前年同期比増収増益
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産業素材
売上高 32,578 32,095 ▲483

営業利益 509 824 +315

特殊素材
売上高 15,416 15,279 ▲137

営業利益 701 139 ▲562

生活商品
売上高 13,194 13,909 +715

営業利益 13 523 +510

環境関連
売上高 6,211 8,637 +2,426

営業利益 71 199 +128

消去等調整額
売上高 ▲4,296 ▲5,013 ▲717

営業利益 101 ▲74 ▲175

合 計
売上高 63,104 64,908 +1,804

営業利益 1,397 1,612 +215 3

23/3 3Q 24/3 3Q 前年同期比

セグメント情報

■ 前年台風被害により停止していた水力発電が順調に稼働し増益（産業素材）

■ 減益ではあるものの価格改定の浸透により収益性は回復傾向（特殊素材）

■ 第２四半期より売上に寄与しているトーエイにより増収（環境関連）
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利益の増減要因（対前年実績比）

営業 資材 工場能率等 固定費等 在庫 その他

+2,951 +81 ▲218 ▲309 ▲301▲1,989

1,397 1,612

3,171

4,713

営業外要因

+1,203

■ パルプなど原料を中心とする資材価格の高止まりが引き続き利益を圧迫

■ 販売数量はいずれのセグメントでも前年同期比減少であるものの

価格改定の効果により営業要因が資材要因のマイナスを上回った

■ 持分法による投資利益の増加により経常利益においても増益
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本資料に掲載しております当社の計画および施策などは発表日時点において把握できる情報から得られた当社の経営判断に基づいております。

様々なリスクおよび不確定要因により、実際の業績と異なる可能性がございますことを予めご承知おきくださいますようお願い申し上げます。

お問い合せ先

〒100－0005

東京都千代田区丸の内一丁目8番2号
鉃鋼ビルディング11F

Tel 03‐5219‐1816

※


